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【開催日程・会場】

令和3年（2021年）6月8日(火）・〔104号教室（10階）〕

【委員構成】

相原　修 〈本学　研究科長〉
川島　鋼太郎〈本学　専攻長〉
三浦　勝寛 〈㈱リクルートﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ主任研究員〉
佐藤　友彦
増保　利行 〈㈱きくや美粧堂代表取締役〉

光江　弘恵 〈㈱エフエムジー＆ミッション執行役員〉


【目的】

　本協議会は、専門職大学院設置基準改正（2019年4月1日施行）に基づき、産業界等との
連携により教育課程を編成及び円滑かつ効果的に実施する」ことを目的に設置し運営する
ものである。

【審議事項】

　下記の要点事項を主要に審議し、学長及び研究科長に意見を具申する。
産業界等との連携による授業科目の開講その他の教育課程の編成に関する基本的な事項

産業界等との連携による授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及び
その実施状況の評価に関する事項

【方針】

本学における教育課程や教育方法の現状を把握し改善等を目的とし意見の交換を図る。

本学の取組状況や計画等について意見の交換を図る。

その他、必要な意見の交換を図る。

【今回審議要点】

現状の教育内容・教育方法について

「プロジェクト成果報告」について
本学の主たる特色である「プロジェクト成果報告」は、本学が提唱する「トータル

ビューティ」に基づく科目群の中で、最重点の修了要件として位置付けている。
　「プロジェクト研究」を必修科目として設置し、研究の意義・目的、論文作成方法、
発表手順を学修し、最終発表まで4回の審査を行い、入学目的が修了後の進路に収斂
できるように指示し、その結果修了生の約半数はビューティビジネス関連学界、教育
関連事業に従事している。

前回提言の要点である「プロジェクト成果報告」での実効性向上については、FD委員
会での検討提案に基づき、毎月1回開催の教授会にて、各指導教員よりのプロジェクト
推進状況説明に基づき、実効性ある研究論文を主題に教員間で意見交換を行っている。

〈委員からの意見〉
・特に「起業計画型」に関しては、市場・顧客のマーケティングを分析の上、ビジ
ネス・プランを策定しているが、収支構造や資金調達等、財務会計の視点を深める
ためには、学習喚起への指導強化が重要である。

・特に「特定ビジネス課題解決提案型」に関しては、その業界の歴史的背景や経緯、
特有の流通構造についての理解不足も散見されるため、この点も、指導教員からの
一層の指導が望まれる、との意見が出た。
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こうした現状説明に対して委員より、ビューティビジネス市場はつねに変遷・流動化
しているので、マーケティング力を重視した研究開発を行うこと、さらに周辺産業界か
ら新らしい発想で新規参入が増していること等について指摘があり、今後は研究計画の
テーマ設定、新たな科目設定について活かしていくこととなった。

本学の取組状況や計画等について

コロナ禍の影響に因り、本学の教育活動に関する云わばコロナ対策を、喫緊の課題
として、その対応策について意見交換を図って行く。

「オンライン方式（Zoom）」教育法について
学生のコロナ陽性者は現在時点で1名であるが、通学途上での感染危険度を考慮し、

授業の一部で、オンライン方式を採用し実施している。　また、学生の意向も踏まえ、
対面とオンラインを併用するハイブリッド型の授業も実施している。
他方、「プロジェクト成果報告」の学生・指導教員による個別ミーティングも、事情

に合わせ、オンライン方式を採用している。

〈委員からの意見〉
・産業界に於いては、他業界に比して、先行した取組みが為されているので、他校
での教育取組を参考にすることも必要であるが、特にサービス産業界の事例を
参考に取組強化を図ることが重要である。

・Zoom方式の授業は、教える側の課題として、従来の講義法とは異なる、教育効果
の向上に資する新たな講義法が求められる。

【今回総括】

　「プロジェクト成果報告」について、マーケット動向を踏まえた研究指導

提言2 　コロナ対策を含めた新たな研究・学修指導の検討
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提言1

以 上

【書記】　本協議会事務局：黒野 隆道


